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一般社団法人全国信用金庫協会 第１４５回通常総会における 

佐藤会長の挨拶要旨 

 

日 時：２０２０年２月２０日（木） 

１３時～ 

場 所：信用金庫会館京橋別館  

３階 大会議室 

 

 

主要なお取引先である小規模事業者や中小企業の経営環境は、急速に進む人口

減少や少子高齢化などを背景に、地域の需要が伸び悩んでいるほか、経営者の高

齢化や後継者難、慢性的な人手不足といった構造的な問題が顕在化しており、「昨

年に比べて景気が悪い」とする声や、「業況改善の見通しが立たない」とする声が

多く聞かれます。 

また、昨年末から顕在化した新型コロナウイルスの感染拡大によって企業活動

が影響を受け始めており、世界規模での景気悪化も懸念されております。感染拡

大がいつ終息するのか分からない中で、地方創生の一翼を担ってきたインバウン

ドも直撃を受けており、さらに、夏の東京オリンピック・パラリンピック開催へ

の影響を心配する声も聞かれるところであります。 

このように明るい材料が少ない中で、私ども信用金庫の経営環境も長引く超低

金利政策のもとで、預貸金利鞘や有価証券運用益を中心とした利益の確保が一段

と困難となるなど、引き続き厳しい状況が続いております。しかし、こうした厳

しい状況にあるからこそ、“地域のために存在し、地域を守る”という信用金庫の

使命を果たしていかなければならない、と考えているところであります。 

 

そこで、改めて、業界が重点的に取り組むべき課題について、いくつか申し述

べたいと存じます。 

 

１点目は、「経営力の強化」であります。 

信用金庫にとりましては、地域の課題解決に取り組み、それによって地域経済

を活性化させ、地域社会を持続可能なものとしていくことが究極の使命であり、

そのためには、持続可能なビジネスモデルを確立して、経営力を強化し、経営基
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盤を確固たるものとする必要があります。 

そこでまず、各々の信用金庫が地域の実情に応じたきめ細かなコンサルティン

グ機能を発揮する一方で、各信用金庫に共通するバックオフィス業務については、

全国あるいは各地域で共同化を一層推進し、業務の効率化を図っていくことが重

要であります。 

また、地域に密接に関与し地域に貢献していくためには、信用金庫の活動の幅

をこれまで以上に拡げる必要があり、各信用金庫が協調して公共的な役割を有す

る事業や法人に貸付を行うことを可能とするなどの一層の規制緩和が必要と考え

ております。 

 

２点目は、「支援力の強化」であります。 

昨今のデジタライゼーションの動きに対応して、業界では、オープン API を活

用したフィンテック企業との連携を進めているほか、QR コード決済などのキャッ

シュレス決済手段と預金口座との連携を進め、お客さまの利便性向上を図ってい

く必要があります。 

また、小規模事業者や中小企業の中には、デジタライゼーションの流れをうま

く取り込めず、競争力が低下してしまっている先も多くあります。そうしたお客

さまに対しては、IoT や AI をどのように事業に活用できるのかを一緒に考えて、

その対応を支援していく力も強化していかなくてはなりません。 

 

３点目は、「高齢社会におけるサービスの多様化」であります。 

今後一段と高齢化が進展する中で、信用金庫の強みであるフェイス・トゥ・フ

ェイスを生かして、地域との信頼関係をさらに高め、高齢社会に貢献できるサー

ビスの提供に努めていく必要があります。 

例えば、成年後見制度による財産保護や民事信託への取組みなどを通じて、地

域の皆さまが安心・安全に暮らせる社会づくりにも積極的に関わっていく必要が

あります。 

 

４点目は、「経営管理体制の充実・強化」であります。 

地域から信頼され、安心・安全なサービスを提供していくためには、経営管理

体制をより一層充実・強化し、各種リスクへの対応力を高めていく必要があります。 
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これまでも業界では、反社会的勢力との関係遮断や特殊詐欺などの金融犯罪防

止に取り組んでまいりましたが、マネロン・テロ資金供与対策やサイバーセキュ

リティ対策などを含めた各種リスクへの対応力強化にも引き続き努めていかなけ

ればなりません。 

 

５点目は、「積極的な広報と人材の確保」であります。 

昨今、業界では、新卒者の採用難に加え、若年層の早期離職が大きな課題とな

っており、継続的かつ安定した人材の確保が必須であります。 

このため、全信協におきましては、日本スケート連盟への協賛やイメージキャ

ラクターである咲坂
さきさか

実
み

杏
あ

さんの登用による広報活動や、ＳＮＳなど多様なメディ

アを活用した情報発信に力を入れ、若年層に向けて信用金庫の存在感やブランド

力のアピールに努めてまいります。 

また、信用金庫がそれぞれの地域で実践している貢献活動や、信用金庫とお客

さまとのつながりの中から生まれたエピソードの積極的な広報にも力を入れてま

いります。 

 

以上、いろいろと申し述べましたが、全信協といたしましては、信金中央金庫、

地区協会をはじめとする業界関連組織との連携を一段と強化し、会員信用金庫の

ご期待にお応えできるよう努力してまいる所存でございます。 

引き続き皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、開会のご挨拶

とさせていただきます。 

 

以 上 


